
1873年（明治6年）に創立された歴史と伝統ある和歌山市立松江小学校。在校児童総数465名（2020年4月現在）

水まわりの特長
改修の経緯
和歌山市内の小中学校は、1965（昭和40）年から1975（昭和50）年代に建てられた校舎が多く、トイレは竣工時のままの学校がほとんどだった。老朽化したトイレの使用を控える児童・生徒が増加し、和歌山市では、トイレ環境の整備は必要不可欠であるとの考えのもと、2017年度より市内小中学校のトイレ改修整備を開始し、2019年度は、計42校のトイレ改修を実施した。「松江小学校」の校舎は1994年（平成4年）竣工と比較的築年数は浅いが、ほとんどが和式便器。児童をはじめ来客者や職員も使いづらい環境であったため、各階1ヶ所のトイレで、洋式化、乾式清掃化をはじめとする市の指針に則った改修が行われた。

トイレの特長
和歌山市は「明るく清潔で安心して利用できるトイレ作り」をコンセプトにトイレ改修整備を推進。改修対象のトイレは洋式便器とウォシュレットを全ブースに設置。節水・節電効果を考慮し、自動水栓やセンサー式照明も採用されている。トイレの内装は各校職員が選定、学校ごとに特色のある仕上がりとなっている。「松江小学校」のトイレは木目を基調とし、洗面ボウルの色でアクセントをつけた温かみのある空間となっている。また、災害時に避難所となることを考慮し、1Fには、オストメイト配慮器具を備え、車いす使用者も使いやすい広 と々した「だれでもトイレ」を設置。2･3Fにも一般トイレブースよりやや広めで、異性介助をはじめ、性別や身体状況を問わず利用できる男女共用トイレが設置されている。

男女トイレの間にだれでもトイレを配置。各々のプライバシーに配慮したレイアウトとなっている。

建築概要
名称	 和歌山市立松江小学校
所在地	 和歌山県和歌山市松江北4-1-1
施主	 和歌山市
設計	 株式会社中山建設
施工	 建築　株式会社中山建設
	 設備　株式会社中山建設
竣工年月	 （改修）2020年3月
敷地面積	 19,770㎡
延床面積	 5,041㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
フラッシュバルブ式便器：C550NU	
ウォシュレットPS	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）:TCF5523S	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R
マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC50／台付自動水栓：TENA12A
化粧鏡：YM3580FC／コンパクト多機能トイレパック：UADAK21L1C1ADN1BA
音姫（トイレ用擬音装置）：YES402R
パブリック用手すり：T112CL9、T112CU22、T112HK7R

小便器は、床の清掃性と節水機能に優れた低リップタイプの壁掛自動洗浄小便器を設置。ユニバーサルデザイン配慮として、中央1ヶ所に小便器用手すりを取り付けている。窓からの採光が明るい男子トイレ。洗面カウンターは、ボウルとカウンターの色を変え、空間のアクセントとしている。水栓金具は、衛生面に配慮し、非接触で使用できる自動水栓が設置されている。2Fトイレは、性別や身体状況を問わず利用できる「だれでも」トイレを中央に、男女トイレの入口を左右に配置。通路には男女各々で利用できる掃除用具入れと掃除用流しが設置されている。

1Fトイレは、廊下に面して「だれでもトイレ」を設置。ひと目で配慮がわかるピクトサインを掲示。また、避難所となる役割を考慮し、スペースを広く確保している。

さまざまな児童の受け入れに備え、性別を問わずだれでも利用できる男女共用個室トイレを設置。介助者・同伴者と一緒に利用できる広さを確保し、異性介助でも利用しやすいよう配慮している。温かみを感じさせる木目の内装は、学校職員が選定。ブースには、使用状況がわかりやすい表示窓付きの鍵を採用。男女トイレの各1ヶ所は、立ち座りサポートに配慮し、L型手すりを設置している。床の清掃性がよい壁掛大便器とウォシュレットを全ブースに設置。ウォシュレットはボタンを押すたびに発電するエコリモコンを採用。男女トイレの仕様をあわせ、リモコンには音姫（擬音装置）機能も備えられている。

必要な器具がパッケージされたコンパクト多機能トイレパックを設置。車いす使用者やオストメイトなど、さまざまな使用者に対応できる設備を完備。使用中の音にも配慮し、音姫（トイレ用擬音装置）が設置されている。
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1F	だれでもトイレ 必要な器具がパッケージされたコンパ
クト多機能トイレパックを設置。車いす
使用者やオストメイトなど、さまざまな
使用者に対応できる設備を完備。使
用中の音にも配慮し、音姫（トイレ用擬
音装置）が設置されている。

2F	男子トイレ	
大便器ブース

床の清掃性がよい壁掛大便器とウォ
シュレットを全ブースに設置。ウォシュ
レットはボタンを押すたびに発電する
エコリモコンを採用。男女トイレの仕様
をあわせ、リモコンには音姫（擬音装
置）機能も備えられている。

2F	女子トイレ	
大便器コーナー

温かみを感じさせる木目の内装は、学
校職員が選定。ブースには、使用状
況がわかりやすい表示窓付きの鍵を
採用。男女トイレの各1ヶ所は、立ち座
りサポートに配慮し、L型手すりを設置
している。

2F	だれでもトイレ さまざまな児童の受け入れに備え、性
別を問わずだれでも利用できる男女
共用個室トイレを設置。介助者・同伴
者と一緒に利用できる広さを確保し、
異性介助でも利用しやすいよう配慮
している。

1F	トイレ入口 1Fトイレは、廊下に面して「だれでもト
イレ」を設置。ひと目で配慮がわかるピ
クトサインを掲示。また、避難所となる
役割を考慮し、スペースを広く確保し
ている。

2F	トイレ入口 2Fトイレは、性別や身体状況を問わず
利用できる「だれでも」トイレを中央に、
男女トイレの入口を左右に配置。通路
には男女各々で利用できる掃除用具
入れと掃除用流しが設置されている。

2F	男子トイレ	全体 窓からの採光が明るい男子トイレ。洗
面カウンターは、ボウルとカウンターの
色を変え、空間のアクセントとしてい
る。水栓金具は、衛生面に配慮し、非
接触で使用できる自動水栓が設置さ
れている。

2F	男子トイレ	
小便器コーナー

小便器は、床の清掃性と節水機能に
優れた低リップタイプの壁掛自動洗浄
小便器を設置。ユニバーサルデザイン
配慮として、中央1ヶ所に小便器用手
すりを取り付けている。

建築概要
名称	 和歌山市立松江小学校
所在地	 和歌山県和歌山市松江北4-1-1
施主	 和歌山市
設計	 株式会社中山建設
施工	 建築　株式会社中山建設
	 設備　株式会社中山建設
竣工年月	 （改修）2020年3月
敷地面積	 19,770㎡
延床面積	 5,041㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
フラッシュバルブ式便器：C550NU	
ウォシュレットPS	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）:TCF5523S	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R
マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC50／台付自動水栓：TENA12A
化粧鏡：YM3580FC／コンパクト多機能トイレパック：UADAK21L1C1ADN1BA
音姫（トイレ用擬音装置）：YES402R
パブリック用手すり：T112CL9、T112CU22、T112HK7R

2F	トイレ図面
男女トイレの間にだれでもトイレを配置。各々のプライバシーに配慮したレイアウトと
なっている。

水まわりの特長
改修の経緯
和歌山市内の小中学校は、1965（昭和40）年から1975（昭和50）年代に建てら
れた校舎が多く、トイレは竣工時のままの学校がほとんどだった。老朽化したトイレ
の使用を控える児童・生徒が増加し、和歌山市では、トイレ環境の整備は必要不
可欠であるとの考えのもと、2017年度より市内小中学校のトイレ改修整備を開始
し、2019年度は、計42校のトイレ改修を実施した。「松江小学校」の校舎は1994年
（平成4年）竣工と比較的築年数は浅いが、ほとんどが和式便器。児童をはじめ
来客者や職員も使いづらい環境であったため、各階1ヶ所のトイレで、洋式化、乾
式清掃化をはじめとする市の指針に則った改修が行われた。

トイレの特長
和歌山市は「明るく清潔で安心して利用できるトイレ作り」をコンセプトにトイレ改修
整備を推進。改修対象のトイレは洋式便器とウォシュレットを全ブースに設置。節
水・節電効果を考慮し、自動水栓やセンサー式照明も採用されている。トイレの内
装は各校職員が選定、学校ごとに特色のある仕上がりとなっている。「松江小学
校」のトイレは木目を基調とし、洗面ボウルの色でアクセントをつけた温かみのある
空間となっている。また、災害時に避難所となることを考慮し、1Fには、オストメイト
配慮器具を備え、車いす使用者も使いやすい広 と々した「だれでもトイレ」を設置。
2･3Fにも一般トイレブースよりやや広めで、異性介助をはじめ、性別や身体状況を
問わず利用できる男女共用トイレが設置されている。

外観 1873年（明治6年）に創立された歴史
と伝統ある和歌山市立松江小学校。
在校児童総数465名（2020年4月現
在）

https://jp.toto.com/com-et/jirei/

